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段階で示した。また、う蝕原性細菌数はmutans streptococci (以下SM)およびlactobacilli (以下LB)のコロニー































いて多変量回帰分析を行った結果、SM ≥106CFU/mlが1.82 (1.08-3.02)、メインテナンス受診状況が2.15 (1.32-
3.45)で統計学的に有意な説明変数であった。一方、二次う蝕病変は89名 (12.2%)の患者に発生した。リスク検査
後から二次う蝕病変発生までの期間を目的変数とした場合、DMFT、SM、LBは1.09 (1.05-1.13)、1.73 (1.38-
2.21)、1.88 (1.52-2.34)で統計学的に有意であった。多変量回帰分析を行った結果、DMFT、SM ≥1x106 CFU/ml、LB 









変が発生しやすいということが示された。LBレベル (閾値1x105 CFU/ml)についても同じ傾向が示された。 
 
4. 観察期間中に発生したう蝕病変の総数を目的変数としたPoisson回帰分析の結果、初発う蝕病変ではメインテ
ナンス受診状況 (z=3.89, p <0.001)、SM ≥1x106CFU/ml (z=3.84, p <0.001)、LB≥1x105 CFU/ml (z=2.48, p 
=0.013)が有意な説明変数となった。二次う蝕病変ではDMFT (z=8.79, p <0.001)、SM ≥1x106CFU/ml (z=7.35, p 
<0.001)、LB ≥1x105CFU/ml (z=4.33, p <0.001)が有意な説明変数となった。 
 
5. 観察期間中のう蝕病変の発生有無を目的変数としたSurvival CART分析の結果から、初発う蝕病変では、メイ
ンテナンス受診状況が不良でかつSM ≥1x106 CFU/mlであればハザード比 (95%信頼区間)が3.66 (1.96-6.39)、二次
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論文審査の結果の要旨	 
	 
本研究は、多施設の臨床データを分析し、多様なリスク要因が成人の歯冠部
う蝕病変発生に及ぼす影響を明らかにするとともに、データマイニング手法に
よりう蝕発生予測モデルの構築を目指したものである。 
	 その結果、定期的なメインテナンス受診は、初発う蝕病変の抑制に効果的で
あるが、二次う蝕病変では細菌レベルが高い場合メインテナンスの効果が発揮
されにくいことが示された。さらに、Survial CART を応用することで、より少
ない要因で時間的要素も加味したう蝕病変発生のハイリスクおよびローリスク
患者を分別することに成功した。 
以上の研究成果は、成人のう蝕病変発生を予測し、予防するうえで重要な知
見を提供するものであり、本研究は博士（歯学）の学位授与に値するものと認
める。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
 
